
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

 

         インセンティブを誘発する行動と心理

 

 日本人学校の子どもたちの学級の様子を見ていると、子どもたち同士の何気ない会話や発言

の中に、相手をやる気にさせることばが入っていることに気づかされます。「〇〇さんは、この問題をこういう風

に考えていてすごいと思いました。」このように、クラスメイトと接するとき、子どもたちは「自分にない強みを

持つ、リスペクトすべき存在」として認知し、良い印象をもってあい対しているのです。こうした行動は本来、教

師が子どもと接するときや先輩・上司が後輩・部下に対するときにとられる成熟度の高いものです。きっと保護者

のみなさまが、このようなことばかけを普段わが子になさっているからこそ出てくる発言なのかなと思います。 

 期待やリスペクトを受けた子どもたちは、それが自然に自信に代わり、期待

に応えようとする気持ちの変化となります。その結果が行動や学習成果にあら

われます。 

 教師の方もなかなか考えていて、自分のクラスや子どもたち個々の長所を、

直接的な自分の言葉ではなく、担任外や保護者の声として伝えています。もちろん事実に基づいてのことですが。

これもまた、子どもたちのインセンティブとなります。これらは相乗効果となり、正のスパイラルを産みだします。 

 心理学では、前者の子どもの発言を「ピグマリオン効果」、期待に応える力を「ホーソン効果」、教師の発言を

「ウインザー効果」というそうです。 

 私たち自身も、これらの見えない力によって育てられ、今の自分があるような気がしてなりません。 

  11月号Nobember 

                         FU                TA                BA                                               

愉しく                                                                                       令和 4(202２)年 11月 2８日 

仲良く 校 長  田 村   穣

                                                                                     Principal  MINORU  TAMURA 

                                                                                                

 志を持ちグローバル社会で生きぬくシカゴっ子をめざして https://chicagojs-next.edumap.jp/  

                          



児童生徒作品  子ども達の思いが表現された、楽しい作品がいっぱいです。 

 

 

 



 

 

１２月の予定 

オフィスからのお知らせ 

 第３回目の授業料等の請求は、１２月５日に Eメール添付にて送付予定です。 

 予定日に Eメールが届かない場合は、オフィスまでご連絡ください。 

 支払期日は、１２月１９日です。よろしくお願いいたします。 

 

 

12月

日 月 火 水 木 金 土
1

小５・６スケート

教室

2

PTA常任委員会➂

3

4 5

中学部１・２年個

人懇談会➀（～8

日）三菱電機来校

6

中学部１・２年個

人懇談会➁

小３警察署見学

クラブ

7

中学部１・２年個

人懇談会➂

クラブ発表会➀

8

中学部１・２年個

人懇談会➃

9

Winter 

Holiday集会

10

11 12

小２授業参観

13

ウインター集会

性教育（小１・２

）

14

企画会　幼稚部会

クラブ発表会➁

15 16

幼稚部クリスマス

会

17

18 19 20

進学壮行会（５・

６校時）

職員会　幼稚部会

21

２学期終業式

下校時刻12:20

校内研究会

22

冬季休業

（～１月８日）

23 24

Christmas Eve

25

Christmas Day

26

Christmas day 

off

27 29 30 31

New Year's Eve


